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牟婁層群中のオーソコーツァイト礫およぴ片麻岩礫のK一蝕年代
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Abstract

　　　A　K－Ar　age　of309m。y。was　obtained　fbr　a　whole－rock　sample　oforthoquartzite　cobble

丘om　the　Muro　group　in　Soshima，Kii　Peninsula。This　age　may　indic＆te　either　the　time　of

sedimentation　of　orthoquartzite，or　the　time　ofmetamorphism　or　alteration　of　orthoquartzite。

　　　Biotiteand　muscovit面omaboulderofgraniticgneiss鉦om　the　Murogroup　in　Soshima，

yield　K－Ar　ages　of63。3and70，4m。y．respectively．These　ages　are5imilar　to　those　ofthe　Ryoke

granitesラsuggesting　that　the　provenance　of　the　gneiss　may　be　the　Ryoke　metamorphic　belt．

要 旨

　和歌山県西牟婁郡串本町双島の牟婁層群中のオーソコ

ーツァイト礫の全岩試料によるK－Ar年代は309m・y・で

ある。この年代はオーソコーツァイト中に含まれる白雲

母の年代を示すもので，オーソコーツァイトの堆積の年

代か・変成・変質の年代を示すものと考えられる．

　一方，片麻岩礫の黒雲母のK－Ar年代は63．3m，y．，白

雲母のそれは70・4m・y・である．これらの年代は奈良県

下の領家花陶岩類の年代に近く，片麻岩礫の起源を領家

帯に求めうることを示すものである。

1，はじめに

　紀伊半島南部の牟婁層群中のオーソコーツァイト礫

は，中国の震旦系や朝鮮の祥原系のオーソコーツァイト

に対比され，四万十帯の南方にかつて存在していた先カ

ンブリア界からなる陸地からもたらされたものと考えら

れた　（ToKuoKA，1967，19705紀州四万十帯団体研究グ

ループ，1968）．

　一方，オーソコーツァイト礫と共存する花闇岩類・酸

性火山岩類・砂岩・チャート・石灰岩などの礫にっいて

は，かってTOKUOKA（1967）は一般的に北方起源と考

え，例えば花南岩礫は領家花南岩類に対比された．しか

し後に紀州四万十帯団体研究グループ（1968）はこれら

の礫種も南方起源と考えた．

　礫の起源について，より直接的な情報を知る目的で，

今回和歌山県西牟婁郡串本町双島の牟婁層群中のオーソ

コーツァイト礫と花崩質片麻岩礫各1個について，K一

　＊技術部　　＊＊地質部

Ar年代測定を行なったので，結果を以下に報告する．

試料採取位置を第1図に示した．

　貴重な試料を提供していただき，種々の御教示を賜わ

った京都大学徳岡隆夫氏および和歌山大学原田哲朗氏に

厚く御礼申し上げる．

2．測定試料

岩石名　オーソコーツァイト

　　　　No．7003－02

産地　和歌山県西牟婁郡串本町双島

産状　牟婁層群中の礫，扁平円礫，径約5cm

記載　肉眼的には，やや紫がかった赤桃色，鏡下でみ

　ると，石基が著しく少ないのが特徴的である．ほと

　んど，径02～0・6mmの石英粒とその粒間にはさ

　まれた白雲母片からなる．石英には輪状包有物のみ

　とめられるものが少なくない．その他に，結晶全体

　に赤鉄鉱および不明の透明鉱物の微粒が普遍的に多

　い．白雲母は，径0。1～02mm，ふるい状構造のも

　のもある．

　　その他，微量の電気石，ジルコンおよびリウコク

　シン様鉱物を含む．

　　カリウムを含有する鉱物は白雲母だけと考えてよ

　いように思われる．不明の微粒鉱物がもしカリウム

　含有鉱物だとしても，量としては，K－Ar年代測定

　に著しい影響をあたえないであろう．

岩石名　縞状白雲母黒雲母斜長石カリ長石石英片麻岩

　　　　No．700331

産地　和歌山県西牟婁郡串本町双島
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　　　　　第1図試料採取位置図
双島の地質図は紀州四万十帯団体研究グループ（1969）による．

産状　牟婁層群中の礫，扁平円礫，径約30cm

記載・肉眼的には，明色，ただし・風化によって褐

　色，中粒，幅1～2cmの境界の鋭くない縞状構造

　が発達する．鏡下では，黒雲母，石英，カリ長石お

　よび斜長石を主成分とし，少量の白雲母および微量

　の電気石・チタン石・ジルコンおよびリウコクシン

　様鉱物および鉄鉱をふくむ．黒雲母は・径0・5～

　2・O　mm，全体の約半量が緑泥石化しているが，緑泥

　石化をまぬがれた部分は比較的新鮮である．白雲母

　は斜長石の変質に伴って少量形成されているにすぎ

　ない。ただし，岩石中のある部分には白雲母が多量

　になり，黒雲母より多くなり，黒雲母はほとんど緑

　泥石化していることもある．今回のK－Ar年代測定

　には，黒雲母の多い部分を使用した．

3．考　　察

　K－Ar年代測定結果を第1表に示した．牟婁層群中の

オーソコーツァイト礫の全岩試料のK－Ar年代は309

m．y．で，石炭紀中期に対比される，鏡下での観察によれ

ば，このオーソコーツァイトには白雲母が約3％含まれ

ており，その他のカリ鉱物はないので，全岩試料の0．205

％というK20含有量は，ほとんど白雲母のカリウムに

もとづくものと考えられる。したがって309m・y・という

年代は白雲母の年代と考えてまずまちがいなかろう．

　とすると，この年代はラオーソコーツァイト中の砕屑性

白雲母の年代，すなわちオーソコーツァイトの供給源の

年代をある程度反映したものか，オーソコーツァイトの

堆積の年代か，あるいはまたオーソコーツァイト堆積後
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第1表　牟婁層群中のオーソコーツァイト礫および片麻岩礫のK－Ar年代

試料番号1

7003－02

700331

揚 所

双

双

島

島

岩　　石，鉱　　物

オーソコーツァイト，全岩

片麻岩，黒雲母（32－42mesh）

　　　　〃　　（42－80mesh）

〃　　白雲母（42－80mesh）

K20
（％）

0．205

8．12

7．71

7．65

大気アルゴン
　（％）

24．5

19．5

47．6

45．5

年
（m．y。）

代

309±13

｛
64．4＝ヒ2．2

62．2士2．4

平均：63．3

　　70．4±2．7

λβ＝4．72×10－10／yr，λ、＝0．584×10－10／yr，40KIK＝0。0119atom・％・

岩石がこうむった変成・変質作用の年代，のいずれかを

示すものであろう．しかし白雲母はいわゆるマトリック

スの部分に集中している点やその新鮮な様相からみて，．

309m．y．という年代は，堆積の年代か変成・変質の年代

を示すとした方がよいように思われる，もし堆積年代だ

とすれば，石炭紀中期にオーソコーツァイトが形成され

るような堆積環境が南方陸地にあったかどうかが間題と

なるし，また変成・変質年代だとすれば，いわゆるバリ

スカン造山運動との関係が問題となる．日本列島では，

山上・飛騨・木山等の変成帯から，300m・y・前後の同位

体年代が測定されている．これらの変成岩年代が，ヴァ

リスカン造山運動の中のどのような事変を反映するかは

まだ明らかでない．V’ずれにせよ，309m．y。という年代

がオーソコーツァイトに普遍的なものかどうかを確かめ・

るために，別の試料についての測定を行なうことが必要

である．

　片麻岩礫にっいては，黒雲母で64。4m。y．（32－42mesh）

と622m・y．（42－80mesh），平均で63，3m．y。，白雲母で

70・4m・y・という年代が得られた．白雲母試料には石英

が少量混入していて，K20含量もやや低いが，白雲母

の年代には影響はない．このように同一岩石で白雲母の

年代が黒雲母よりもやや古いのは，一般に白雲母の方が

アルゴン保持率が高い，いいかえれば結晶からアルゴン

が逃げないで保持されるようになる温度は，白雲母の方

が高いためであり，よくみられる現象である．またこの

岩石試料は礫であり，堆積・続成作用の過程で多少とも

風化・変質の影響を受けた筈であるが・その場合でも白

雲母の方が一般にアルゴンの逸散に対して強いと考えら

れてV’る．したがって，白雲母の70。4m．y，という年代

の方がこの岩石の変成作用の時期をより正確に示すもの

と推定される．

　さて・四万十帯の近くで現在地表に露出している岩石

のうちで，牟婁層群中の花商岩礫に対比できる岩石とし

ては，TOKUOKA（1967）が指摘したように領家帯の花商岩

類がある．近畿地方の領家花嶺岩類のうち，四万十帯に

比較的近いものの年代としては，奈良県桜井および室生

の領家花闘岩中のペグマタイトのカリ長石と白雲母につ

いて，71m・y・というR。b－Sr年代がある（早瀬・石坂，

1968），また，笠置および生駒の花闇岩の黒雲母のK－A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r年代は76m・y・および77m・y・である　（河野・植田，

1966）．

　これらの年代が，今回測定された片麻岩礫の白雲母の

70．4m．y。とV’うK－Ar年代にほぼ等しいことはン礫の起

源を考える上できわめて重要なことである．すなわち，

この年代測定結果は，片麻岩礫が四万十帯近くの領家帯

の岩石に対比できることを示し，したがって片麻岩礫の

起源を北方に求めうることを示すものである．しかし・

領家帯の花嵩岩類と同様の年代を持った岩石が・かつて

南方陸地に存在していた可能性も残されており，この問

題の解決にもさらに多くの年代測定が必要であろう．
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